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　堆積 して あ る 堆肥からの 滲出液を農業用水 に 混入 して 有機栽培を行 っ た コ シ ヒ カ リの 成育，収 量 及び玄米品價

を 調査 した ．植物残 さ を 有効 に 利用 した 本栽培法で 慣行栽培 と同等 の 収量 が 得 られた こ とか ら．堆肥滲出液を利

用 し た有機栽培は有効で あ る と考え ら れ た が，玄米品質を向上 さ せ る た め に は水田に 流入させ る堆肥滲出液の 希

釈濃度を調節す る 必要があ る こ とが示唆された．

　Growth ，　yield　 and 　grain　quality　of　Koshihikari　cultivated 　 with 　 exuded 　liquid　 obtained 　from 　piled

compost 　were 　studied ．　Organic　exuded 　liquid　may 　be　usefu 且for　organic 　cultivation 　because　the 　yield

showed 　 the 　 same 　 as 　 in　 conventionai 　 cultivation ．　 From 　 results 　obtained 　 here ，　we 　suggasted 　tha目 t　is

necessary 　to　 control 　the 　ditution　 rate 　 of 　the 　 organic 　 exuded 　tiquid　before　inflow　to　the 　paddy 　field　to

improve　the 　gra玉n 　quality．
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　堆肥 等 の 有機資材を 用 い た水稲 の 有機栽培 は 般 的 と

な っ て い る が ，各種の 植物資源や 食品残渣 を 堆積 して 堆肥

化す る 過程 で 滲 出 して く る液肥 を 利用 し た水稲 の 有機栽培

に 関する報告は承知 して い ない ，鯨 ら （2009）は，複数 の

有機資材 （お か ら，米ぬ か ，馬糞 他） を 堆積 し堆肥化 し

て い る 場所か らの 滲出液 を農業用水に混人 さ せ て コ シ ヒ カ

リの 有機栽培を行 い ．成育、収量 お よ び玄米品質 に 及 ぼす

影響を検討 した．その 結果，堆肥滲出液を利川 した有機栽

培で慣行栽培 並み の 収量が得 られた こ とか ら，堆肥滲出液

を利用 し た水稲 の 有機栽培の 有効性を 指摘 し た．本研究で

‘よ 栽培の 基本 と して 堆肥 を 施 用 した 水 田 で 堆肥 滲 出 液を

利用 した 水稲 の 有機栽培を行 い ，堆肥を施用 せ ず に 堆肥滲

出液 だ け を 利用 し た 有機栽培お よ び慣行栽培 （参 考区） と

の 比較を行 っ た ．

　　　　　　　　　 材料お よ び方 法

　コ シ ヒ カリの 有機栽培試験 は，2008年 に 白山市の農家圃

場 で 実施 し た．当該水 山 の 隣接地 に 馬糞，米ぬか，野菜 く

ず、各種樹木 の 剪定枝を 粉砕 した チ ッ プ，お か ら等 の 有機

資材を堆積 し，定期的 に 切 り返 しを 行 っ て堆 肥 を 熟 成 させ

て い る場所がある，こ の 堆積場所か らは 常時堆肥滲出液が

流出 しプール溜まりに滲出液が溜ま っ て い る こ と か ら，

こ の 滲出液 を農業用水 に 混合 し て 水田 に 流入させ，コ シ

ヒ カ リの 有 機液肥 栽培 を 行 っ た ，本 試 験 で は 1枚 の 圃場 を

2つ に 仕切 り堆肥施川区 と堆肥 無施用区 と した ．そ れ ぞ れ

の 栽培 区 で は 数年 に 渡 り 同様 の 栽培 を 行 っ て い る．堆積
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して あ る 堆 肥 と堆 肥 滲出液を利用 した有機栽培試験区 （2

月29H に堆肥を約 lt！lOa施用 して 堆肥滲出液を利用 した試

験区 1堆肥 ・滲出液 区 ： i500  ），お よ び堆肥無施用 で 滲出

液 の みを利用 し た試験区1無堆肥 ・滲出液 区 （1500  ） で

コ シ ヒ カ リ を栽培 した ．圃 場 に 流入す る 堆肥 滲出液 （原

液）量 お よ び農業用水 と混合し希釈された滲出液量 を把握

す る こ とは 困難 で あ っ た こ とか ら液量 の 測定 は で きなか っ

た．また，化学肥料 を施用 して慣行栽培を行 っ て い る金沢

大学角間キ ャ ン パ ス 内の 水 田 で 栽培 し た コ シ ヒ カリを，参

考区 （300  ） と して 比較対照 に 用 い た，堆肥滲 出液を 用

い た 有機栽培 で は ，育苗段階 か ら自家製の 有機床上を用 い

た．有機栽培区 の 播種 冂は3月25日 （乾籾で 65g播き ）で ，

移植は5月6日に 行 っ た （19．7株／  ），5月 3日 に微生物資材

（市販品 ：ア ス カ マ ン ） を7  ／10a施用 し、雑草防除用 に

米 ぬ か を80  ／10a施用 した，参考区 で は ，5月6日に基肥 と

して 高度化成BBO56を3  一N ／lOa施用 した ．移植は 5月 9囗

に 行 い （16株 1  ），7月 23冂 に 追肥 と して 日 の 本 2号を3 

一N ！10a施用 した ，

　各試験区 の 10株 に つ い て 約 2週 間お き に ，草丈，茎数 ，

および葉 色 （SPAD値） を測定し た ．根系調査 は コ ア サ ン

プル法を用 い て 出穂期 （7月 31日 ） に 実施 し た （各試験 区

とも2株 を 調査 ），調査対象株 の 周 囲 4カ 所 の 深さ 10  の 場

所に 40mg！ml のRbを含 むゲ ル （0．4％ の 寒大を含む ）を 各

10ml （計40ml）注 入し，5日後 に株元 か ら切除し て株に 含

まれ る Rb含有 量 を 定 量 した （原 了 吸光法），また，田 面水

と土壌を定期的に 採取 し，田 面水 に 含まれる全窒素含有量

を オートア ナ ラ イザ ー
（ブ ラ ン ル ーべ MCS 　ID を用 い て 定

量 し た．土壌中の 全窒素含有量 は ケル ダール法を用い て 定

量 した．各調査 は い ずれ も 2反復と し た ．収穫期 に 調査対

象株を刈取 り自然乾燥さ せ て籾刷 り後に 比重選 （d＝1．06）

第1表　草丈の描移．

　 　 　 　 　 　 　 草丈 Ccm）

5 月 30 凵 　　 　 6 月 11 日　 6 月 26 目　 7 月 8 日　 　 7 月 31Ll

を行い ，1．80  の 篩選別を行 っ て玄米の各種品質調査を

行っ た，玄米 の 外観品質 お よ び 食味評価 は ，穀粒判別 機（サ

タケ RGQ− 110）お よび 成分分析計 （ケ ッ トAN− 800）を用

い て行 っ た．

　　　　　　　　　 結果およ び考察

　草丈 の 推移を第 1表 に 示 し た．6月 11目以 降 は堆肥滲出液

区の 草丈が参考区 よ り高く推移した が，堆肥施用の 有無 に

よ っ て 草丈に 差 は認め られなか っ た．茎数／株は試験区間

で有意な差が認め られなか っ た ．5月30Llお よ び 7月 31日 に

おけるSPAD値 に 試験区間有意差は認められなか っ たが，6

月 ll日 から7月8日に かけ て の SPAD値 に は試験区間 で有意差

が 認め られ，参考区 （慣行栽培）の SPAD値は堆肥滲出液区

よ り小さ か っ た （第2表）．

　出穂期における土壌階層 中の 根乾重分布を第1図 に 示 し

た．無堆肥
・
滲出液区 の 総根乾重は他の試験区よ り少な く，

堆肥
・滲出液区 と参考区の 総根乾重が多か っ た．表層 か ら

土壌10cm層に含まれ る 根乾重 は 無堆肥
・
滲出液区 で 少 な く，

堆肥
・
滲出液区と参考区の 根乾重は 同等で あ っ た ． fl壌 10

cm 〜20cm層に含まれる根乾重も表層〜10cm層に含まれる根

乾重と同様の 結果を示し，滲出液を利用 した水稲栽培では

堆肥 の 施川 で 根乾重の 増加が認 め ら れた ．

　農業用水 に混合 させ る前 の 堆肥滲出液 （原液） に 含 ま

れる全窒素含有量を第 2図に 示 し た ．5月 30H は約15  ／L，

試験 区

，囎 巴・裡矧巴［K：　　 26．9⊥ 0．6ab 　　34．6tO ．7a 　　43．8± Q．7a 　　踟 、5＋1．Oa 　 1〔冷．8 ⊥ 1．3a
上隹肥

・液1巴区 　 　 36．7 ⊥ 0．9a 　 39．8＋ 0．4a 　 42．1上 1．Oa 　 78．2tl ．7a 　lO9．9 ⊥ 2．Oa
参 考区　　　　　　　　28．0土工］．8b 　　27．3± 0．5b 　　36．6± 1．2b　　50．7± 1．4b 　　路 、5± 1．lb
田 　　 　．e5　　　　

de
　 　　　　　

t
　 　　　　

★
　　　　　

t
　　　　　

t

乎均値 ＋ 標
1
磯誤差 異英字間 には 5％水準で 衵意差あ り．

第1図 出 穂期 に おけ る土壌 中の 根 乾 重 分 布，
縦線 は標 準誤 差 を示 す．

第 2 表 SPAI］値の 推移，

一 一

　 5 月 3DII　　 6 月　11 日　　　 6 ，126 冂　　　7月8 日　　　 7 月 31 日

試験 区

鯔 巴昌醐 巴1幻　　　27．8± IA 　　　37．9⊥ O．9a 　　41．7＋ 0．7a 　　34．7⊥ 0，7a 　　33．5＋ 0．8
欟 巴

9
彳翻 巴区　　　　2S．9 ＝ 1．3　　33．5⊥ 0．8　h　　39．6 ± 0．9ab 　認 ．9±D．9a　　369 ±〔］．7

参考1べ　　　　　　　　　24．8土 1．1　　　37．4 ＝ 工，．7ab 　37．3 ＝ 1．Ob 　　34．8 ⊥ 〔〕．4b 　　36．0± 0、7
LgD〔　 05　　　　 ns 　　　　　

t
　　　　　　

t
　　　　　

＋
　　　　　　 ns

半矧直± 標縞誤沱 異鱒 問には 5％水準で有意差あ ド｝．　 ns ：（1意差な し．
第2 図 堆肥 滲 出 液 （原 液 ）の全 窒素含有量．
縦線 は 標 準誤 差を示 す．
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6月 tl日 は 約 8mgfLの 全 窒 素含有量 を 71≒して い た ．5月 16H

か ら7月31日 に 至る 田 面水中の 全窒素含有量を第3図 に 示 し

た ．サ ン プル が 得 ら れ な か っ た 試験区 （す な わ ち，6月 26

日の 堆肥 ・液肥区，7月8凵 の堆肥 ・液肥区お よ び参考区）

も あ る が，5月 16日 に は試験区 の 違 い に よ る差は なく，5月

30目 お よ び6月 11日で は 堆肥
・
滲出液区 の 田 面水中 の 令窒

素含有量が 他 の 試験 区 よ り高 か っ た．7月 31日 の 旧 面 水 の

全窒素含有量 は 参考区で 高か っ た が，こ れは追肥 に よる影

響 で あ る と考 え られ る ，5月 30日 に お け る 出 面水の 令 窒 素

含有量は堆肥
・
滲 IH液区の 1．4  几が最高値で あ り，無堆肥 ・

滲出液区で 0，4mg／Lと最小値 を 示 して い た．試験圃場 に お

け る 田面水の 全窒素含有量 は堆肥滲出液 （原液） の 約 lf38
−− tf9前後に希釈 さ れ て い た が ，試験 区の 違 い に よ り差が

認められた．6月 11凵に お い て も5月 30日 と同様に滲出液濃

度 は 希釈 され て い たが，堆肥 ・滲出液区 の 田 面 水中の 全窒

素含有量は他 の 試験区よ り高か っ た，鯨らは2004年 に 堆肥

を 施用 し通常 の 農業用水 を 利用 した 存機栽培試験を行 っ た

が 、出穂期ま で の 田面水の 全窒素含有最 は 3〜8  几 であ

り （鯨 ら 2DO5）本試験 の 値 よ り 高 い 水準で あ っ た ．堆肥

施用が 田面水 の 全窒素含有量に 及ぼす影響 に っ い て は様 々

な 環 境 要 因 が 関 係 して い る た め 判 断す る こ とは 難 しい が 、
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本試験 の よ う に堆肥滲出液を農業用水 で 希釈 して 水 田 に供

給する 場 合に は降雨量の多少等に よっ て も希釈程度 に変化

が生 じる た め，得られ た数値 を 単純 に 比較評価する こ とを

難し くして い る．

　土壌巾の 全窒素含有率の 推移を第4図 に 示 した ．5月 ド旬

まで の 十壌 中全窒素 含有率は 無堆肥
・
滲出液 区で 高 く．6

月 以降 も こ の 傾向 に 変化 は 見 ら れな か っ た，堆肥 を施用 し

た試験 区の 上壌中全窒素含有率が堆肥無施用区よ りも低

か っ た 要因を説明す る に はデータが不足 して い る と考え ら

れ る が，2007年に実施 した 無堆肥
・
滲出液区の 十壌中全窒

素 含有率が 0，17％ （7月 且2日 ） と0、21％ （7月26［1）で あ り

（鯨 ら2009），本試験 の 結果 と大 きな差 は 認 め ら れ な か っ

た．堆肥滲出液を利用 した栽培法で堆肥を施用した影響に

っ い て は．もう少 し デ
ータ を積み重ね て検討す る必要があ

る，

　根系の 生理的活性を評価す る 目的で 出穂期 に おける上壌

か らの Rb吸収量 1株を定量 し，第5図に 示 した ．試験区間 に

有意な差は認められなか っ たが，堆肥 ・滲出液区の Rb吸収

量の 平均値 は 5．75mg／株，参考区 で 5．5mg1株 無堆肥 ・滲

出液区で 4．6  ／株 の 値 を 示 した こ と か ら，滲出液を利用 し

た 栽培で 堆肥 を 施用す る こ とに よ り根系活性を 向 ヒさ せ る

効果が期待 で き る こ と が 示唆 さ れ た．

　収量および収景構成要素 を 第3表に 示 した ，堆肥
・
滲 出

液区の 収 量は他 の 試験 区より多く，参考区 に 対 して は 1穂

籾数，無堆肥
・
液肥区 に 対 して は 登熟歩合および T一粒 重が

影響 して い る もの と考え られ た ，　
・
方，堆肥

・
滲出液区お

よび 無堆肥 ・滲出液区 の 整粒歩合 （玄米） は 参 考 区 よ り低

く，未熟粒および被害粒比率は参考区よ り滲出液区で高く

（第4表），玄米 の タ ン パ ク 含有率 も参考区より無堆肥 ・滲

出液区で高か っ た （第5表），堆肥滲出液を利用 した栽培 で

第3 図 田面 水中 の全窒素含有量 の 推移．

第4 図 土壌 中の 全 窒素含 有率 の 推移．
縦 線は 標 準 誤 差 を 示 す ．

　 12　「

1幽
無堆肥・液肥区　　　堆肥・液肥区

　 　 　 　 　 　 　 　 試験区

　　　　　　［mp／Eldeafilliiili　mm

第 5図 出穂期 に お け るRb吸 収 量．
縦線 は 標準 誤 差 を示 す ．

参考区

コ
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第 3表 収量及び収量構成要素，

試験区 穂数 （本 株）　 1穂籾数 登熟歩合 （％ ）　 千粒 重　 ）　 収量　　 10a

難 月巴
・
杵憂月巴f＊：

堆月巴・液肥区

参考区

LSD （9 〕．05

21．6± 2．217

ユ ± 1．518

，1± LOns

109．7± 2．8a

110．9± 8，3a

83．1＋ 8．9b
　 ★

63．082

，989

，1

21，021

．921

．9

529，3± 30．8

754．6一と　8，9

627．9 ：ヒ34，5

　 鵬

平均値上標準誤盖 　異英 ≠間に は 5％ 水準で 有意差あ り．ns ：有意差な し．

第4 表 玄米の 外観品質，

試験区 整粒 〔％ ）　 未熟泣 〔％〉　 被諢粒 （％）　 死米 （％）　 着色粒 （％）　 月瞎 1粒 （％）

無堆肥
・
液肥区　 67．5± 1．8　 26．0 ± O．5

堆肥
・
醐 巴区　　 71．1± 3．5　 23．4 土 3，4

参考区　　　　　80．7± 2．2　 14．9 ± 2．5

1！SDSiEQgSl　　　 −＿一一ns

4，4± 0．4a3

，7± 0．1ab

2，1 土 0，2b

2．2± 1，01

．9 土 0．21

．2 ± O．1ns

　

　

1

00

α

田

0

　 0，11

，3± e．7ns

平均 値±標準誤差 　異英 字間 には 5％ 水準で 有意差 あ り．　 ns ：有意差な し．

第 5表 玄米の食味成分．

試 験区 タン パ ク質 （％）　 水 分 （％） ア ミロ
ー

ス （％）

無唯肥 ・液肥区

糊 巴・許翅 巴LPt1

参考区

7，6．±0ユ a

6．8± 0．1b

6．6± 0．1b

13．3± 0．1

13．4± 0．1

14．0± O．O

18．6± 0．1

18．6± 019

．1± 0．1

1，11lpiQ．Q5

平均 値± 標準叡 差　 異英字間 には 5％水 準で 有意差 あ り．ns ：有意差な し．

は 堆肥施用 の 有無に 関わ ら ず 煢丈が 高 くな り，6月 11日 か

ら7月8日 に かけて の SPAD値も参考区より有意 に 高 く推移 し

た こ とか ら成育期間中 の 窒素供給量が多か っ た こ とが考 え

られ，こ れが玄米の 整粒歩合，未熟粒歩合お よ び玄米の タ

ン パ ク 含有率に影響し た と考え られ る ，堆肥滲出液を水田

に 導入す る際 に は成 育時期 に よる希釈濃度 を考慮 しな が

ら ， 場合 に よっ て は滲出液の 流入を停 止 させ る管理 が 必要

で ある こ とが示唆さ れ た ，

中川博視氏，および 玄米 の 食味評価 の 測定 に ご協力頂 い た

石川県農 業総合研究セ ン タ
ー

の 永畠秀樹氏 に 感謝致 し ま

す 。
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